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本 研 究 は 、都 市 計 画 に お け る 共 編 集 の 概 念 と 計 画 手 法 を 、以 下 の ３ つ

の 構 成 要 素 「 協 働 ( C o l l a b o r a t i o n )」 、 「 共 有 ( C o m m o n )」 、 「 共 同 体

( C o m m u n i t y )」を 基 に 著 者 が 独 自 に 再 定 義 し た 上 で 、市 民 参 加 と 分 権 の

仕 組 み の 構 築 を 進 め 、 都 市 計 画 制 度 の 改 革 を 推 進 し て き た イ タ リ ア に

お け る 震 災 復 興 事 例 を 研 究 対 象 と し て 「 共 編 集 型 都 市 計 画 論 」 の 構 築

を 論 じ た も の で あ る 。  

本 研 究 は 序 論 と ３ つ の 部 の １ 〜 ８ 章 お よ び 結 論 か ら 構 成 さ れ て い る 。

序 論 で は 本 研 究 の 問 題 意 識 と ね ら い 、 研 究 の 視 座 、 既 往 研 究 の 整 理 と

訳 語 の 定 義 を 示 し て い る 。  

 

第 １ 部「『 編 集 』の 再 定 義 と イ タ リ ア に お け る 平 時 と 有 事 の 都 市 計 画

の 展 開 」 で は 、 平 時 と 有 事 の 都 市 計 画 の 理 論 と 実 践 の 展 開 な ら び に 震

災 復 興 時 の ガ バ ナ ン ス 体 制 の 特 性 を 歴 史 的 に 解 明 し 、 共 編 集 の 実 践 が

推 定 さ れ る 震 災 復 興 事 例 を 研 究 対 象 と し て 選 定 し て い る 。  

第 １ 章 「 研 究 の 目 的 と 方 法 並 び に 『 編 集 』 の 再 定 義 」 で は 、 「 編 集 」

の 概 念 整 理 を 行 い 、 計 画 行 為 に お け る 理 論 的 課 題 と 実 践 要 件 を 明 ら か

に し て 共 編 集 の 概 念 を 再 定 義 し た 。 そ の 上 で 共 編 集 計 画 手 法 の 要 素 と

構 成 、 ま た 共 編 集 型 都 市 計 画 の 実 践 過 程 を 示 し 、 そ れ ら の 評 価 指 標 を

定 位 し た 。  

 

第 ２ 章 「 近 現 代 イ タ リ ア に お け る 平 時 の 都 市 計 画 の 理 論 と 実 践 の 展

開 」 で は 、 文 献 調 査 か ら 1 9世 紀 末 以 降 の 平 時 の 都 市 計 画 の 理 論 と 実 践

の 特 徴 を ７ つ の 時 代 区 分 ご と に 明 ら か に し た 。 特 に 戦 後 の 一 貫 し た 権

利 の 細 分 化 の 進 行 と 民 主 的 手 続 き の 重 要 性 の 高 ま り に 着 目 し 、 開 発 ・

保 全 に 対 す る 私 権 制 限 と 参 加 ・ 分 権 の 制 度 化 の 過 程 を 解 明 し て 、 1 9 7 0

年 代 以 降 の 都 市 計 画 に お け る 計 画 手 法 と し て の 共 編 集 の 重 要 性 を 指 摘

し た 点 は 高 く 評 価 で き る 。  

 

第 ３ 章「 ４ つ の 大 規 模 震 災 後 の 復 興 ガ バ ナ ン ス 体 制 の 特 性 と そ の 歴 史

的 展 開 の 解 明 」 で は 、 膨 大 な 公 開 報 告 書 を 対 象 と し た テ キ ス ト デ ー タ

の コ ー デ ィ ン グ 分 析 と 主 体 間 関 係 の 図 化 に よ り 、 ４ つ の 大 規 模 地 震 災

害 後 の 復 興 ガ バ ナ ン ス 体 制 を 可 視 化 し 特 性 を 明 ら か に し た 。 こ れ ら の

特 性 を 共 編 集 の ３ つ の 条 件 「 １ .複 数 主 体 の 協 働 」 、 「 ２ .複 数 主 体 間

で の 価 値 観 の 共 有 」、「 ３ .複 数 主 体 に よ る 共 同 体 の 存 在 」と 照 合 し て 、

共 編 集 の 実 践 が 確 認 さ れ る ３ つ の 震 災 復 興 事 例 を 分 析 対 象 と し て 選 定

し た 。  

 

第 ２ 部「 ３ つ の 歴 史 的 市 街 地 の 震 災 復 興 の 実 態 解 明 」で は 、３ つ の 震

災 復 興 プ ロ セ ス ご と に 特 徴 的 な 時 期 区 分 を 設 定 し 、 復 興 ガ バ ナ ン ス 体

制 の 構 築 過 程 と 復 興 事 業 の 詳 細 、 ま た 復 興 事 業 に よ る 歴 史 的 市 街 地 の

空 間 変 容 実 態 を 詳 細 に 明 ら か に し た 。 こ れ ら の 分 析 結 果 は 独 自 の 研 究

成 果 と し て 高 く 評 価 で き る 。  

第 ４ 章「 ヴ ェ ン ゾ ー ネ 市 に お け る 復 興 ガ バ ナ ン ス 体 制 の 構 築 プ ロ セ ス

と 空 間 変 容 の 実 態 」 で は 、 1 9 7 6年 フ リ ウ リ 地 震 被 災 地 ヴ ェ ン ゾ ー ネ 市

を 対 象 に 、震 災 復 興 プ ロ セ ス の 詳 細 を ４ つ の 時 期 区 分 ご と に 解 明 し た 。
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具 体 的 に は 、 復 興 の 初 期 段 階 に お け る 地 方 政 府 へ 権 限 移 譲 さ れ た ガ バ

ナ ン ス 体 制 の 継 続 、 最 終 段 階 で は 住 民 協 議 会 が 媒 介 と な っ た 有 機 的 な

ガ バ ナ ン ス 体 制 の 構 築 な ど の 特 徴 を 明 ら か に し て い る 。 さ ら に 空 間 変

容 分 析 か ら 、 共 同 体 が 震 災 以 前 に 共 有 し て い た 歴 史 的 市 街 地 の 空 間 秩

序 を 再 構 築 す る 復 興 事 業 の 事 業 ユ ニ ッ ト や 、 震 災 後 に 新 し い 空 間 秩 序

を 創 出 す る も の な ど の 特 徴 を 詳 細 に 明 ら か に し た 。  

 

第 ５ 章「 ラ ク イ ラ 市 に お け る 復 興 ガ バ ナ ン ス 体 制 の 構 築 プ ロ セ ス と 復

興 事 業 の 実 施 プ ロ セ ス の 相 互 関 係 」 で は 、 2 0 0 9年 ア ブ ル ッ ツ ォ 地 震 被

災 地 ラ ク イ ラ 市 を 対 象 と し て 、 震 災 復 興 プ ロ セ ス を ６ つ の 時 期 区 分 ご

と に 解 明 し た 。 具 体 的 に は 、 初 期 段 階 に 見 ら れ る 中 央 政 府 主 導 の ガ バ

ナ ン ス 体 制 が 漸 進 的 に 多 主 体 協 働 の ガ バ ナ ン ス 体 制 へ と 遷 移 し た 特 徴

を 指 摘 し て い る 。 ま た 空 間 変 容 分 析 を 基 に 、 戦 略 的 再 生 事 業 で は 歴 史

的 市 街 地 の 空 間 構 造 を 変 更 す る 際 の 自 主 ル ー ル や 設 計 ガ イ ド ラ イ ン を

用 い て 新 し い 空 間 秩 序 を 創 出 し た こ と や 、 震 災 以 前 の 空 間 秩 序 の 再 構

築 を 計 画 し た こ と な ど を 解 明 し て い る 。 さ ら に 、 市 民 組 織 事 業 で は セ

ル フ ビ ル ド の 方 法 を 適 用 し て 公 共 空 間 の 再 整 備 を 行 い 、 歴 史 的 市 街 地

に 新 し い 空 間 秩 序 を 創 出 し た こ と な ど 、重 要 な 特 徴 を 詳 細 に 解 明 し た 。 

 

第 ６ 章「 ノ ヴ ィ デ ィ モ デ ナ 市 に お け る 復 興 ガ バ ナ ン ス 体 制 の 構 築 プ ロ

セ ス と 空 間 変 容 の 実 態 」 で は 、 2 0 1 2年 エ ミ リ ア ロ マ ー ニ ャ 地 震 被 災 地

ノ ヴ ィ デ ィ モ デ ナ 市 を 対 象 と し て 、 震 災 復 興 プ ロ セ ス を ４ つ の 時 期 区

分 ご と に 解 明 し た 。 具 体 的 に は 、 復 興 の 初 期 段 階 か ら 最 終 段 階 ま で コ

ミ ュ ニ テ ィ 参 加 プ ロ セ ス の 運 営 グ ル ー プ を 中 心 に 、 参 加 を 促 進 す る ガ

バ ナ ン ス 体 制 が 構 築 さ れ て い た こ と を 指 摘 し た 。 ま た 空 間 変 容 分 析 で

は 、 ４ つ の 復 興 パ イ ロ ッ ト 事 業 の う ち ３ つ に お い て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 参

加 に よ る 協 議 内 容 を 規 範 と し た 新 し い 空 間 秩 序 を 歴 史 的 市 街 地 の 中 に

創 出 し た こ と な ど 、 空 間 変 容 の 特 性 を 独 自 に 解 明 し た 。  

 

第 ３ 部 「 共 編 集 の 評 価 と 『 共 編 集 型 都 市 計 画 論 』 の 構 築 」 で は 、 ３ つ

の 震 災 復 興 事 例 の 共 編 集 を 評 価 し 、 歴 史 的 市 街 地 の 規 模 と 震 災 復 興 の

主 目 的 に よ っ て 異 な る ３ つ の 計 画 手 法 モ デ ル の 導 出 と そ れ に 基 づ く １

つ の 統 合 的 共 編 集 計 画 手 法 モ デ ル を 提 案 し 、 「 共 編 集 型 都 市 計 画 論 」

の 構 築 を 論 じ て い る 。  

第 ７ 章「 ３ つ の 震 災 復 興 事 例 に お け る 共 編 集 の 評 価 」で は 、共 編 集 の

４ つ の 要 素 で あ る 「 過 程 」 、 「 ガ バ ナ ン ス 体 制 」 、 「 空 間 」 、 「 像 」

を 対 象 に 、著 者 が 独 自 に 定 位 し た ３ つ の 評 価 指 標「 １ .制 度 と 運 動 の 過

程 の 間 に 相 互 関 係 が 存 在 し た か 」 、「 ２ .段 階 に 応 じ て ガ バ ナ ン ス 体 制

が 構 築 さ れ 続 け た か 」 、 「 ３ .空 間 像 に 即 し た 実 空 間 が 実 現 さ れ た か 」

を 用 い 、 ３ つ の 震 災 復 興 に お け る 共 編 集 を 評 価 し た 。 そ の 結 果 、 ヴ ェ

ン ゾ ー ネ 市 と ノ ヴ ィ デ ィ モ デ ナ 市 の 震 災 復 興 で は 、 全 時 期 区 分 で 、 都

市 計 画 の 制 度 に 基 づ く 階 層 的 な 意 思 決 定 の 過 程 （ 制 度 ） と 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ 参 加 に よ る ボ ト ム ア ッ プ 型 の 運 動 を 通 し た 意 思 決 定 の 過 程（ 運 動 ）

と の 間 に 相 互 関 係 が 存 在 し 、 震 災 復 興 の 段 階 に 応 じ て ガ バ ナ ン ス 体 制

が 構 築 さ れ 続 け た 結 果 、 共 同 体 が 共 有 す る 空 間 像 に 即 し た 実 空 間 が 実
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現 さ れ た こ と を 明 ら か に し た 。 他 方 、 ラ ク イ ラ 市 の 震 災 復 興 で は 、 ６

つ の 時 期 区 分 の 内 ３ つ の み で 上 述 の 制 度 と 運 動 の 間 に 相 互 関 係 が 存 在

し 、 ３ 期 以 降 に 復 興 プ ロ セ ス の 段 階 に 応 じ た ガ バ ナ ン ス 体 制 が 構 築 さ

れ 続 け た 結 果 、 歴 史 的 市 街 地 の 空 間 像 と 市 民 組 織 事 業 に よ る 空 間 像 が

実 空 間 と し て 実 現 さ れ た こ と を 明 ら か に し た 。  

 

第 ８ 章「 共 編 集 の 計 画 手 法 化 と『 共 編 集 型 都 市 計 画 論 』の 構 築 」で は 、

３ つ の 震 災 復 興 に お い て 共 編 集 が 果 た し た 役 割 と 課 題 を 明 ら か に し 、

計 画 手 法 化 す る た め の 要 件 を 示 し た 上 で 、 歴 史 的 市 街 地 の 規 模 と 震 災

復 興 の 主 目 的 に よ っ て 異 な る ３ つ の 計 画 手 法 モ デ ル を 導 出 し 、 こ れ ら

を 基 に 統 合 的 共 編 集 計 画 手 法 モ デ ル を 提 案 し た 。 こ の 計 画 手 法 モ デ ル

を 用 い 、平 時 の 都 市 計 画 制 度 へ 共 編 集 を 適 用 す る 方 法 と 仕 組 み を 示 し 、

そ れ ら を 体 系 化 す る こ と に よ り 「 共 編 集 型 都 市 計 画 論 」 を 構 築 し た こ

と は 、 著 者 独 自 の 研 究 成 果 と し て 高 く 評 価 で き る 。  

結 論 で は 各 章 の ま と め を 示 し た 上 で 、 研 究 の 総 括 を 記 し て い る 。  

 

以 上 、要 す る に 本 研 究 は 、都 市 計 画 手 法 と し て 共 編 集 が 有 用 で あ る こ

と を 明 ら か に し 、 そ の 上 で 「 共 編 集 型 都 市 計 画 論 」 の 構 築 を 行 な っ た

も の で あ る 。 本 研 究 で 実 態 解 明 し た イ タ リ ア に お け る ３ つ の 震 災 復 興

に み る 共 編 集 の 評 価 と 、 歴 史 的 市 街 地 の 規 模 お よ び 復 興 の 主 目 的 に 対

応 し た 共 編 集 計 画 手 法 モ デ ル の 設 定 、 そ し て そ れ ら に 基 づ き 構 築 し た

「 共 編 集 型 都 市 計 画 論 」は 、有 事 の 歴 史 的 市 街 地 の 復 元 、修 復 、再 生 、

再 価 値 化 の 複 合 的 な 目 的 に 対 応 し 得 る と と も に 、 平 時 に お け る 漸 進 的

な 都 市 計 画 論 と し て 有 用 で あ る こ と を 論 証 し た も の で あ る と 言 え る 。  

これらの成果は、建築学および都市計画学の発展に寄与するところ大であ

る。よって、本論文は博士（建築学）の学位論文に値するものと認める。  

2021 年 2 月  
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